
Next Generation Researcher Development Project

学際融合を推進し社会実装を担う
次世代挑戦的研究者育成プロジェクト

J I S E DA I

e-mail contact-handai-jisedai@office.osaka-u.ac.jp
HP https://itgp.osaka-u.ac.jp/jisedai/

〒565-0871  大阪府吹田市山田丘1番1号

大 阪 大 学
大学院教育改革推進室 / マネジメントオフィス次世代研究者育成推進部担当

研究成果の発信や情報交換などプロジェクト生専用の交流促進を目的とした
コミュニケーションツールとして活用しています。

次世代プロジェクト履修生ポータル（プロジェクト生専用）

実施しているキャリア開発・育成コンテンツの紹介や最新のお知らせを案内しています。

●Newsletter発行

大阪大学
学際融合を推進し社会実装を担う
次世代挑戦的研究者育成プロジェクト

2023年度　プロジェクト活動報告



対 象 者 本学大学院の博士（後期）課程に在学する者

大阪大学では「卓抜した研究力で変容する社会と呼応しながら、先を読み柔軟な対応で自らの研究を高め、未来
社会を創造する人材」こそ、社会から求められる力強い博士人材と考え、本プロジェクトでは、この人材を集中的に
育成しています。力強い博士人材に求められるものは何でしょう。まずは圧倒的な研究実践力です。加えて必要な
のは、自らの研究でどのように未来社会を創造していくかという社会実装力です。本プロジェクトでは全ての研究
科の学生を対象とし、自らの研究成果を社会に呼応させる気概と、社会において即戦力となり未来社会を創造する
コンピテンシーをもつ学生の育成を目的に、研究室の枠を越えて学際融合育成、トランスファラブルスキル育成、
国際性涵養、産学共創・社学共創育成等の教育を行います。
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プロジェクトの概要・目的

様々な領域でキャリアを積む講師による講演、また講師を中心に
プロジェクト生同士が交流・情報交換できるイベントを開催しています。

授業科目以外のキャリア開発・育成コンテンツ紹介

授業科目としてのキャリア開発・育成コンテンツ

異分野融合の場で、プロジェクト生同士が研究内
容を発表し合い、議論を交わしながら研究者とし
ての技量を養う次世代プロジェクト独自の科目

発表学生

オンラインプレゼンテーション

プレゼン（10分）、
質疑応答（5分）

ミキシングプレゼンテーション 必修科目

質問や共同研究
提案検討

参加学生
司会進行役

座長役の
学生

研
究
室
に
お
け
る
研
究

授業科目としてのキャリア開発・育成コンテンツ

修
了
審
査

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
修
了
要
件
を
満
た
し
、

修
了
審
査
合
格
に
て
修
了

支援内容 研究奨励費（生活費相当）月額18万円＋研究費年額44万円を支給

アカデミアの多様な分野を
融合するマインドを育成

学際融合育成領域

将来どの分野に進んでも
必要とされるスキルを育成

トランスファラブル
スキル育成領域

産業界とアカデミアの共創、
社会とアカデミアの共創を
目指すマインドを育成

産学共創・社学共創
育成領域

英語論文投稿支援（校正・投稿）・英語テスト受験支援・英語/日本語レッスン支援
海外短期研修支援・共同研究など

2/1〈木〉 日本出国、現地到着（現地時間）
2〈金〉 大阪大学北米拠点にてアクティビティ、 

カリフォルニア大学バークレー校
キャンパスツアー 

3〈土〉 グループワーク①
4〈日〉 グループワーク② 
5〈月〉 シリコンバレー  ビッグテック企業見学 
6〈火〉 スタンフォード大学サイトビジット
7〈水〉 企業訪問
8〈木〉 現地出発
9〈金〉 帰国

研修滞在先 アメリカ カリフォルニア州
サンフランシスコ

研修期間

研修内容

2024年2月1日～9日 実施

（上）スタンフォード大学 2024.2.6
（下左）カリフォルニア大学バークレー校 2024.2.2
（下右）企業 Plug and Play 2024.2.7

当日の様子  2023. 7. 14 当日の様子 2023. 11. 10

北米研修［2023年度］p i ck  u p  1

次世代Ca r e e r C a f é　p i ck  u p  2

P i c k  u p !

将来国際的に活躍する
ために必要なスキルを育成

国際性涵養領域

研究科の枠を超えた
プロジェクト生が結集
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